







































































書館のビジネス支援サービス充実に向けての提案を検討した。11 月 23 日（金・祝）16：00





























 2012 年 12 月 15 日，小雨が降る中，豊島区中高生センター ジャンプ長崎で，中高生向け
に「としま哲学カフェ」が開催され，私は進行のお手伝い役としてこのイベントに参加した。
この時に感じたこと，考えたことをここに述べる。 
 今回の「としま哲学カフェ」に集まった人たちは，中高生が約 10 名とその他に私と同様に
お手伝いに来ていた大学生，見学に来ていた大人の方が数名いたため，全体で 15名程であっ
た。初めはその 15 人を二つのグループに分けて「相互問答法」が行われた。「相互問答法」
は，グループの中で，一人の人に対して他の人が順番に質問していくというものである。ま
た，他の人は質問するだけで，自分の考えを言ってはならない。例えば，この時に挙げられ
たテーマとして，「人はどんな時に幸せを感じるか」という問いがあり，それに対してグルー
プの中の一人が「私は家族と一緒にいるときに幸せを感じます」と答え，グループの中の他
の人が「なぜそう思うのか」などの質問をしていくのである。このような質問を繰り返し，
それぞれの思考を深めていくというものである。 
 この相互問答法を通して感じたことは，普段学校であまり活発に発言しないだろうと予想
できるような高校生も自然と自分の考えを積極的に話すことができていたということである。
私の経験からの予想でしかないが，今回集まってきた高校生の特徴として，本が好きで，学
校のクラスでは大人しいのだろうと想像できるような性格の子たちが多かったように思う。
「本を読むことで現実逃避をする」というような話を何人かの子が話していた。このように，
普段の生活では物事に対して比較的に受動的な子たちが哲学カフェに集まることで積極的に
